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し
な
い
指
標
も
あ
り
ま
す
。
他
は
低
く

て
も
こ
こ
は
高
い
と
い
う
特
色
が
明
確

な
大
学
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
改
革
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
が
非
常
に

重
要
で
す
。
一
番
大
切
な
の
は
、
な
ぜ

そ
れ
を
や
る
の
か
、
基
準
と
な
る
価
値

観
を
全
学
に
共
有
す
る
こ
と
。
こ
れ
が

浸
透
す
れ
ば
、
各
現
場
で
の
課
題
に
ど

う
取
り
組
む
か
、
各
自
で
判
断
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
事
務
組
織
を
法
人
に
一
元

化
す
る
と
同
時
に
、
大
学
全
体
の
意
思

決
定
と
各
学
群
の
方
向
性
を
す
り
合
わ

せ
る
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

2
0
1
9
年
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
群
、
2
0
2
0
年
に
芸
術
文
化
学

群
を
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
さ
せ
、
各

学
群
の
学
び
の
特
徴
に
合
っ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
の
拠
点
化
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

学
群
の
独
自
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
大

学
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め

る
努
力
も
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
日
本
に
は
7
8
0
も
の
大
学
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
偏
差
値
＝「
教

科
学
力
の
努
力
の
証
」
し
か
大
学
を
選

ぶ
基
準
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｔ
Ｈ

Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版
（
以

下
、
日
本
版
）
は
教
育
力
の
観
点
か
ら

各
大
学
の
特
色
を
調
べ
、
整
理
し
て
い

る
た
め
、
高
校
生
や
保
護
者
に
と
っ
て

は
、
利
用
価
値
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

特
に
保
護
者
に
と
っ
て
は
わ
が
子
を
預

け
る
大
学
の
特
色
が
よ
り
明
確
に
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

従
来
、
大
学
か
ら
の
情
報
発
信
は
一
方

通
行
で
、
受
験
生
や
高
校
側
の
本
音
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
版
な
ら

高
校
教
員
の
本
音
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
。
今
回
、
そ
の
評
価
が
高
か
っ
た
こ

と
が
最
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
本
学
の
源
流
は
、
1
9
2
1
年
に

中
国
で
設
立
さ
れ
た
学
校
に
あ
り
、

そ
こ
で
は
人
種
や
地
域
を
超
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
学
び
が
実
践
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
創
立
者
が

考
え
た
こ
と
を
1
0
0
年
後
の
今
や

る
と
こ
う
な
る
、
と
い
う
施
策
を
ま

と
め
た
の
が
国
際
化
戦
略

「
R
E
D
E
M
P
T
I
O
N
21
」で
す（
左

ペ
ー
ジ
参
照
）。
英
語
に
よ
る
授
業
科

目
数
、
留
学
経
験
者
数
、
留
学
生
や
外

国
人
教
職
員
の
数
な
ど
、
具
体
的
な
数

値
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
数
値
目
標
を
設
定
し
た
の
は
、
達

成
ま
で
の
道
筋
を
つ
け
、
取
り
組
み
の

進
捗
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
と
と
も
に
、
皆

で
が
ん
ば
る
と
い
う
覚
悟
を
持
つ
た
め

で
す
。
指
標
の
多
く
は
日
本
版
の
そ
れ

と
重
な
る
の
で
、
結
果
的
に
国
際
性
が

高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
量
的
な
施
策
だ
け
で
は
な
く
、
質
の

保
証
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
日
本
人
学

生
の
海
外
派
遣
。
ア
メ
リ
カ
に
設
立
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
通
し
て
、
現
地
の
大
学
と

直
接
交
渉
し
、「
英
語
×
ス
ポ
ー
ツ
産

業
」（
ア
ト
ラ
ン
タ
）
な
ど
、
語
学
教

育
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
そ
の
大
学
が

立
地
す
る
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与

機
構
の
大
学
機
関
別
選
択
評
価
「
教
育

の
国
際
化
の
状
況
」
の
審
査
を
受
け
、

最
高
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
が
低
い
分
野
は
、
大
学

の
課
題
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
気
を
付

け
た
い
の
は
、
全
指
標
を
高
め
よ
う
と

す
る
と
、
結
果
的
に
特
色
が
薄
ま
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
ラ

ン
キ
ン
グ
の
活
用
は
、
あ
く
ま
で
も
そ

の
大
学
の
使
命
に
応
じ
て
行
う
べ
き
で

し
ょ
う
。
本
学
の
理
想
と
す
る
大
学
像

の
実
現
の
た
め
、
中
に
は
あ
え
て
重
視

桜
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はたやまひろあき● 桜 美 林 大 学 文 学 部 卒 業
（B.A.）、ノースカロライナ大学シャーロット校大学院修
士課程修了（M.A）、ノースカロライナ大学グリーンズ
ボロー校大学院博士課程修了（Ph.D.）、マサチュー
セッツ工科大学大学院修士課程修了（M.B.A.）。
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佐、基盤教育院長、国際センター長、副学長を経て、
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価
値
観
を
共
有
し
、数
値
目
標
を
掲
げ
改
革
推
進

ラ
ン
キ
ン
グ
で
わ
か
る

高
校
教
員
の
本
音

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
従
っ
て

重
視
す
る
指
標
を
選
択

▶教員を本務（教育と研究と社会貢献）に集中させ、大学の運営は職員が担う教職協働の徹底
▶研究は「グローバル教育の実践に還元できる」研究に集中
▶建学の精神に沿った理数系教育や実学教育の強化
▶科研費などの競争的資金獲得の努力

▶学群制での幅広い学びと、レイトスペシャリゼーションによる学びのモチ
ベーション強化
▶高大接続改革の取り組みとして高校生向けに「AO・推薦準備セミナー」
を実施、レディネスの形成に向けた機会提供
▶学内開催の高校教員向けのセミナーや研修会を通じて情報発信

▶サービス・ラーニング科目による実社会の体験的な理解と主体性の育成
▶キャリア開発センターによる入学時点からの包括的なキャリア支援
▶ボランティアやインターンシップの機会拡大

▶５カ所の海外拠点を中心にした、オリジナル留学プログラムの開発・展開
▶英語、中国語で開講する留学生向けの多彩な日本研究プログラムの拡充
▶外国人教職員比率や外国語で教える授業科目比率の向上
▶日本人学生と外国人学生混住型の国際寮での日常的な国際交流の促進

「
国
際
性
」と「
教
育
充
実
度
」で
高
ス
コ
ア
の
桜
美
林
大
学
。

人
種
や
地
域
を
超
え
た
国
際
化
教
育
を
提
供
す
べ
く
、

学
園
全
体
で
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

教育
リソース

国際性

分野 重点度 取り組み 指標

教育
充実度

教育成果

▶改革の方向付けは総合企画部が行うが、ランキング対応の専門部署はない　　　
▶方針に基づき、国際的な取り組みは国際センター、教育支援は学務部
　教務課など、必要に応じて各部署が担当

取り組み体制

教育リソース

教育
充実度

教育成果

国際性

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
特
色
あ
る
国
際
化
教
育

注
目
！

学生数／９４２４人　学群／リベラルアーツ、グローバル・コミュニケーション、
ビジネスマネジメント、健康福祉、芸術文化　
大学院／国際学、経営学、言語教育、心理学、
大学アドミニストレーション、老年学
●THE世界大学ランキング日本版2017／111-120位   ＜40.7

＜36.5

71.760.9

2018 5-625 2018 5-6 24

　改革を推進しやすくするため、2018年度から大学など各附属校に
所属していた事務組織を桜美林学園の下に一元化し、全部門の情報
共有を図ることにした。また、学長と副学長、学長補佐で構成していた

「学長室会議」を、全学群長を加えた「拡大学長室会議」に切り換え、
大学全体の経営と各学群の経営をすり合わせる体制を整えた。
　大学運営に関しても、教員による委員会方式から事務職員が企画・
運営する形式に変更。職員は自学の大学院・大学アドミニストレーショ
ン研究科で学ぶなどしてスキルアップを図っており、教職協働のレベ
ルを上げていくことにも積極的に取り組んでいる。

組織改革によるガバナンス強化で
国際化戦略「REDEMPTION21」推進  1.RESEARCH：研究の国際化

 2.EDUCATION：教育の国際化
 3.DIVERSITY：多様性の推進
 4.ENGLISH：英語公用化
 5.MOBILITY：流動性の推進
 6.PRACTICE：海外実習、異文化実習の推進
 7.TECHNOLOGY：技術のグローバル対応
 8. INTEGRITY：国際化に向けた組織全体の統一
 9.OPPORTUNITIES：
   教職員や学生のための、多様な機会の創出
10.NETWORK：外部機関とのネットワーク増強と協働

「REDEMPTION21」

＊「＜」：未満を表す

AL、SL、OR実施件数＊1

／産学官民の連携案件
学生参加者数／学修環
境整備の学生満足度など

SD研修の実施回数
／教育研究費比率／
志願者数／競争的資
金申請数、採択数など

国内外インターンシップ参
加者数／卒業生向け事
業の参加者数／eポート
フォリオ導入など

英語による授業科目数／
外国籍の学生や教職員
比率／日本人学生の留
学経験者数など

＊１アクティブ・ラーニング、サービス・ラーニング、アウトリーチ活動

教育リソース
教育充実度
教育成果
国際性

その他指標

総合
分 野 スコア 順位

THE世界大学ランキング日本版2018の結果

外国人学生比率／4.2％

日本人学生の留学比率／7.5％

外国語で行われている講座の比率／1.3％

海外の大学との大学間交流協定数／141件

＜40.7

71.7

＜36.5

60.9

-

72位

-

49位

44.6-45.3 121-130位


